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別添 5 技術別採択条件 

 

 

1．太陽光発電 

太陽光発電モジュールについては、変換効率が 20%以上であること 

※壁面に建材一体型のモジュールを設置するなどの特殊用途を除く。 

 

２．太陽光発電＋蓄電池 

次の要件をいずれも満たすものであること 

太陽光発電モジュールについて 

太陽光発電モジュールについては、変換効率が 20%以上であること 

※壁面に建材一体型のモジュールを設置するなどの特殊用途を除く。 

 

蓄電池について 

（１）蓄電池は、導入する太陽光発電モジュールで発電された電力のみを充電するもの

であり、蓄電池から供給される電力量が測定できること 

     （２）蓄電池導入の必要性について、以下の要件のいずれかを満たすこと 

１） オフグリッドエリアへの導入 

２） グリッドに電力を供給する場合であってパートナー国の法規により系統

の安定化などの目的で蓄電池の設置が要求される場合 

３） 工場内自家消費や、地域電力供給事業においては以下のいずれも満たす

こと 

① 蓄電池には、原則毎日充放電が行われること。 

② 蓄電池容量は、発電時間における太陽光発電モジュールの発電電力容

量の 20％以上の値であり、発電量と需要量の差が最大になる日に蓄電

できる容量以下であること。 

 


